
１年生：「さるのせんせいとへびのかんごふさん」   

 (大成 明子さん） 

２年生：「おいもどうぞ！」     (中田 美和さん) 

３年生：「とらとほしがき」     (佐竹 麗子さん) 

４年生：「おおきなおおきな木」  (田中 昭子さん) 

５年生：「海のとびこんだつりがめ」(草野 眞理子さん)  

６年生：｢ぞうのせなか｣      (森   令子さん) 

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

  

 

 

「子どもたちに、もっともっと本に親しんでもらおう！」と図

書委員会が、「ブックビンゴ」の取組を行っています。全員にビ

ンゴ用紙を配り、指定されたジャンルの本（例えば「自分の好き

な本」「ふわたまコーナーの本」「おなかがすいちゃう本」「外国

のお話か外国の作者の本」など）の中から自分が借りた本を読みます。読み終わって返す時

に、読んだ本の題名を書いて図書委員にスタンプを押してもらいます。

そして、縦・横・斜めのどこでも３つ並べばビンゴになり、３ビンゴの

人には、図書室前に掲示してある「読書の木(左写真)」に実っているし

おりがプレゼントされます。この取組で、「自分で本を選ぶ力をつける」

と「どのジャンルの本がどこにあるのかを知る」ことで幅広い読書につ

なげていくことをねらっています。期間は３０日（金）までです。お子

さんが、現在、何ビンゴなのか一度尋ねてみて下さい。私は、何人の人

がしおりが貰えるのか楽しみにしています。 

また、１４日（水）に生涯学習イ

ンストラクターの皆様が読み聞か

せに来校されました。読み聞かせ

が終わった後、「だんだん読んだ後

の感想を言う人が増えてうれし

い！」「1 年生でも感想を上手に発

表していて

ビックリしました。」と今回もお褒めの言葉をいただきました。本当

にありがとうございました。 

秋が深まり、室内で過ごす時間がこれから増えますが、読書が好き

な和倉っ子も増えることを願っています 

  

 

 

 

 
  

 

和和倉倉小小だだよよりり  
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  文責 岩﨑 

教育目標  「心身共に健康で、意欲を持って学ぶ子の育成」 

学校ホームページ  http://www.city.nanao.lg.jp/wakurasho/ 
学校メールアドレス  wakurasho@edu.city.nanao.ishikawa.jp 

読書の秋!! 真っ盛り… 
 

図書室の本を借りる様子 

野菜の提供ありがとうございました。 
本来であれば提供者の方に礼状を出さなければいけないのですが、学校

に来て名前をおっしゃらずに提供された方や野菜を置いてそのまま帰られた

方もおいでました。皆様のお陰で豚汁を美味しくいただくことができました。本

当にありがとうございました。 

今後とも本校の教育活動に、ご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

２年生の読み聞かせの様子 

http://www.city.nanao.lg.jp/wakurasho/
mailto:wakurasho@edu.city.nanao.ishikawa.jp


  

 

 

 

（自分や友だちのがんばったことやよくなったこと）＊紙面の都合上私が要約しました 

大橋 美月 ドシラミー･･･ラレドシのところがはっきりとした大きい音できれいに出せるよう

になった (宮城)分からないところを私に聞きに来た 

奥村   凛 きんちょうしたけど練習通りふけた 

(大橋)あまり失敗しないでふいていた 

尾舘 來夢 練習は最後ミスしていたけど本番はうまくひいていていた 

(西田)大きな音を出すようになった 

黒嶋 明音 あきらめずにまちがえても最後までできた   

(福田)一部忘れてもその後ちゃんとひいていた 

鹿山 萌々 まちがえないようになった 

(山下)まちがっても気にせずにがんばった 

出崎 絢菜 自信を持ってひいた (八木)ボリュームを意識していた 

(谷内)いつもとちがう楽器でもがんばった 

西田 あい 大きな音を出すように意識しながらできた 

(福田)強弱を意識して音を出していた 

福田 夢來 ｢真実は～｣のところを大きな声で言えた 

(西田)強弱をつけていた (黒嶋)高かったけれどがんばって叩いていた 

本田 千彩 まちがえても止まらなくなった 

(大橋)練習につきあってくれた (福田)音が練習とちがってもやっていたところ 

舛田 理央 ｢いつも一つ｣大きな声で言えた  (本田)ミとレをまちがえずに練習していた 

 （出崎)音が鳴らなくてもひいているように見えた 

宮城  和歩 まちがえずにできてうれしかった 

(本田)やさしく教えてくれた 

宮﨑 果歩 いつも通りにみんなの音を聴いてえんそうするようにがんばった 

(尾舘)教頭先生に教わったことをしっかりやっていた 

八木つぐみ 最初の夢來さんのリズムにあわせてひけたこと 

(福田)｢真実は～｣を一人でも大きな声で言っていた 

谷内南々葉 いつもの楽器とちがってもがんばれるところ 

(八木)他の楽器も意識していたところ 

山下 歩夢 大きな声で「真実はいつも一つ」と言えた 

(鹿山)本番に向けて一生懸命がんばっていた 

鮫島 桃香 まちがえたところがどんどん上手になった 

(舛田)まちがえてもがんばっているところ（大橋）本番もがんばろうとしていた 

自己肯定感を高める取り組み（4年 市小学生合同音楽会） 


